
 

 

令和８年熊本地震で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

 

木造住宅に関わる者として、大地震における補強木造住宅の被害の実状を明らかにし、 

今後は単に「倒壊による圧死を防ぐ」だけではなく、 

被害を抑えて住人の「生命・財産」を守り、経済面・精神面の負担をより軽減する 

「耐震補強」の必要性を痛感しております。 

 

これまでにない酷暑の日々が続いていますので、お体を大切にしてください。 

早期の復旧・復興をお祈りいたします。 

 

 

「地震に強い木造住宅」に対する私たちの考え方を “コラム” に掲載しております。 

ぜひご一読ください。 


